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２月例会プログラム 

（メネットナイト・ＴＯＦ） 
日時：２０１９年２月２３日（土）１８：００～２０：００ 

場所：八王子市北野事務所２階 大会議室 

担当：八王子クラブメネット会（久保田、茂木、辻、並木、仲田） 

Ｂ班（福田、並木、花輪、望月、久保田） 

受付：福田・並木信一 

司会：久保田メネット会長 

１．開会点鐘                    久保田会長 

２．ワイズソング                     一 同 

３．ワイズの信条                    一 同 

４．ゲスト・ビジター紹介               辻メネット 

5．ＴＯＦ例会の主旨紹介               並木雍子 

６．聖書朗読・食前の感謝              辻メネット 

７．会食（おにぎり）        ―-報告連絡事項―担当者 

８．卓話 ＊お琴演奏＊           吉田正子大師範 

９．スマイル（メネット会に寄付）    大久保重子 

１０．ハッピーバースデー        久保田会長 

１１．メネットソング            一同 

１２．閉会点鐘             久保田会長 

 

 

 

 

 

巻頭言 
2019年在京ワイズ新年会に出席して 

久保田貞視 

今年の在京ワイズ新年会は１月５日、我が八王子の京王プ

ラザホテルにて東京多摩みなみクラブのホストで開催されま

した。参加者は在京のみならず北海道、埼玉、湘南、熱海か

らの出席者も加わり、142名と盛況でした。 

①在京ワイズ新年会に先立ち、在京ワイズ会長会が日本ＹＭ

ＣＡ同盟神崎総主事、東京ＹＭＣＡ菅谷総主事、在日本韓国

ＹＭＣＡ朱総務はじめ 17 クラブの会長が出席して開催されま

した。まず、三ＹＭＣＡ代表の挨拶に続き、会計報告、会員部

報告、在日本韓国ＹＭＣＡ報告、日本ＹＭＣＡ同盟報告があり、

次年度在京新年会のホストクラブは東京クラブ、開催日は1月

11 日（土）と決まりました。その後、各クラブ会長からクラブ活

動についての想いや会員増強策について報告され、時間は

 

会 長   久保田 貞視 

副会長   花輪 宗命・並木信一  

書 記   多河敏子・長谷川あや子 

会 計   小口 多津子 

ﾒﾈｯﾄ会長  久保田佐和子 

担当主事  中里 敦 

ブリテン  山本 英次・茂木 稔 

大久保 重子・多河 敏子 

直前会長  小口 多津子 

国際会長 Moon Sang Bong（韓国） 主題 “Yes, we can change” 

スローガン “Courage to challenges” 「挑戦への勇気」 

アジア地域会長 田中博之（東日本区）主題 Action「アクション」 

スローガン“ With Pride and Pleasure”「誇りと喜びを持って」 

東日本区理事 宮内友弥（東京武蔵野多摩）主題：「為せば、成る」 

副題「ワイズが何をしてくれるかでなく、あなたがワイズに対して何が出来るかを考

えて実行しよう」 

あずさ部部長 廣瀬 健（甲府２１）主題「未来はそれを備える人のものである」 

クラブ会長 主題「動こう、動かそう！」副題「変わろう、変えよう！ 

 

 

 

 

 

 

（東京八王子）「足下を固めて飛び立とう」 

 

 

聖句 

私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のために宥めの献げ物として御子をお遣わしになりました。 

ここに愛があります。愛する人たち、神がこのように私たちを愛されたのですから、私たちも互いに愛し合うべきです。 

（ヨハネの手紙一４：10~11） 

  

 

 

卓話 吉田正子さん     八王子市出身 

宮城宗家直門大師範   筝曲翠の会主宰 

国内外で演奏活動   著書「旅の思い出」など 

CD「翠の山よ（高尾山） 

mailto:sskubota21@y4.dion.ne.jp
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超過して閉会しました。 

②合同新年会は讃美歌「新しい年を迎えて」で始まり、メッセ

ージは，恵泉女学園大学の宇野緑牧師により「夢を描こう～共

に生きるために」と題して誰にでも未来はあり、希望を持ち続

けることの重要性を力説されました。その後、ホストクラブ深尾

会長の歓迎の言葉、東京ＹＭＣＡの菅谷総主事、在日本韓国

ＹＭＣＡの朱総務の祝辞があり、アトラクションとして紙芝居使

せんべいの昔ながらの自転車をひいてのクイズと「紙芝居」

が披露されました。第 3 部として食事・懇親会、東日本区宮内

理事の乾杯に始まり、参加クラブのアッピールと続きました。

写真は当クラブのチャリテイコンサートのアッピール場面で

す。 

礼拝献金は東日本大震災復興支援として東日本区理事に贈

呈されました。合同新年会は京王プラザの２階のレストランを

貸切り、食事もバラエテイに富んで、おいしいご馳走をいた

だきながらの懇親会でした。ホストクラブに感謝申し上げま

す。 

 終了後、八王子のメンバーは「クレア」で喫茶、素晴らしいダ

イヤモンド富士を眺めながら座談しました。クラブの出席者：

福田、小口、長谷川、茂木、花輪、中里、久保田の７名。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在京ワイズ新年会出席者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンサート名：スプリングコンサート  
～奈良原繭里リサイタル～ 

第1部 イタリア歌曲 1.すみれ/スカルラッティ 

 2.涙の流るるままに/ヘンデル 

日本歌曲 3.さくら横丁/中田喜直 4.ゆく春/中田喜

直 5.素敵な春に/小林秀雄 6.みんなで歌おう 

童謡、唱歌！ 

第2部 オペラ・アリア 

 1.オペラ「ジャンニスキッキ」より、私の愛しいお

父様/プッチーニ 

 2.オペラ「ラ・ボエーム」より、私が街を歩けば/プ

ッチーニ 

下岡達朗編曲集より3.ゴンドラの唄 4.赤とんぼ 

 5.翼 6.花は咲く 

 

 

１８～０９年度 第２回あずさ部わくわく評議会 
日時：２０１９年２月９日（土）１３：００～１７：００ 

会場：高尾の森わくわくビレッジ  八王子市市川町５５  

電話042-652-0911 

中央線 高尾駅からバスで１０分 「高尾の森わくわくビレッ

ジ行き」 

受付：２階研修室２  

登録：１３：００ 

○開会式：（１３：３０~１３：４５）  研修室２ 

司会：        山本 英次（東京八王子） 

 開会点鐘       部長  廣瀬 健 （甲府２１） 

  

 ワイズソング  伴奏：ハーモニカ 並木信一 （東京八王

子）                    

 聖書朗読      並木 信一     （東京八王子） 

 開会祈祷       同上         （東京八王子）  

 歓迎の挨拶  ホストクラブ会長 久保田貞視（東京八王

子） 

○評議会（１３：４５～１５：３０） 

○懇親会 （１５：３０～１７：００）（一階食堂）   

  司会   茂木 稔（東京八王子） 

  乾杯        次期部長  赤羽 美栄子（松本） 

  出席者紹介          司会 

  アッピール          アッピール希望クラブ 

  ＹＭＣＡの歌         一同 

  「あずさの道」斉唱     一同 浅羽俊一郎  （東京山

手） 

  閉会点鐘        部長 廣瀬 健   （甲府２１） 

☆写真撮影 （１７：００）    山本 英次（東京八王子）    

https://www.hinopc.com/３０年度後期活動/
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  ２年 永吉 真穂   

  1月13日(日)、地域サロンの餅つき大会に 1年生1名、2

年生1名の計2人でボランティアとして参加させて頂きました。

地域サロンとは、八王子生活実習所さんが定期的に開催して

いる、休日の地域の障害をもった方々の余暇活動です。今回

は、実習所の職員の方や八王子福祉作業所の方々、八王子

地域に住む障がいをもった方々など、様々な方々と一緒に餅

つき大会を楽しみました。餅つき大会の後にはじゃんけん大

会などもありました。地域の様々な方々と一緒にお餅をつい

て、皆さんと美味しく頂き、本当に楽しい活動でした。 

障がいをもったある参加者の方が、去年の地域サロンに参

加したひつじぐものメンバーや私のことを覚えてくださってい

てとても嬉しかったです。障がいの有無は関係なく楽しめる

地域の方々との交流は、貴重なものだと思いました。とても充

実した時間をありがとうございました。まだ地域サロンに参加

していない人にもこの活動の魅力を伝えたいと思います。  

私は中大ひつじぐもで一年間八王子生活実習所係を務め

させて頂きました。毎月のボランティア活動や、白門祭やわた

ぼうし祭などを通して、素敵な思い出が沢山できました。最初

は上手くコミュニケーションをとることができなかった利用者の

方が、活動を重ねるうちに、自ら私に色々なお話しをしてくだ

さったことは今も心に残っています。利用者の皆さんの笑顔

をみると、とても温かい気持ちになりいつも元気を貰っていま

した。活動から沢山のことを学ばさせて頂きました。今後も、

新しく係になる３人とボランティアとして参加させて頂き、ボラ

ンティアの機会を頂いていることに感謝の気持ちを持ちなが

らつながりを大切にしていきたいです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

西東京センターセンター長 中里 敦  

早いもので、2019 年も 1 月が終わります。西東京センター

の冬スキーキャンプも無事に終えることができ、春に向かって

準備を進めています。この冬キャンプから春に向けてのシー

ズンは、1 年の中で最も忙しい時でもあります。定例活動に加

え、毎月スキーキャンプがあり、その準備に追われ、色々な

事を同時に進めていかなければなりません。 

その様に過ごしながら、1 年を振り返り、新年度への準備も

始まります。1 年前のブリテンで、「メタノイア」のことに少し触

れましたが、新約聖書に出てくるギシリャ語です。日本語訳は

「悔い改める」となっています。私の中でのメタノイアのとらえ

方の一つに「視点を変える」というものがあります。「悔い改め

る」というと懺悔やいけない自分も改めるというイメージを持つ

こともありますが、そうではなくて、目からうろこが落ちるような

意味合いだと思っています。YMCA では色々な人と関わりま

すが、その中で気付かされることや自分には思いつかない行

動や考えを持っている人がいます。その時に自分の考えが

変わったり、広がったりすることがあり、成長した、新しい自分

になったような感覚を覚えることがあります。年度末を迎え、

新年度の準備をするこの時期になり、YMCA に来た人にとっ

ては、どのような場所だったのだろうか、どのような場所にな

ってほしいのかと考えると、視点が変わったり、世界が広がっ

たりする場所であり、そのような場所でありたいと願います。そ

れが一人ひとりのかけがえのない成長であり、「みつかる。つ

ながる。よくなっていく。」場所になっていくように感じます。悪

いことを直すだけでなく、より良くなるように視点を変えてみた

いと思います。 

 

   

 

 

 

 

 

 

中大ひつじぐも便り YMCA 西東京センター便り 

＜西東京センター 主な行事予定＞ 

【２月】 

12日（火）14：00～15：00「のどトレ教室」 

＠西東京コミュニティーセンター 

のどは一生必要な機能の一つです。意識してトレーニ

ングしないと衰えを防ぐことはできません。誤嚥予

防、ハリのある声や スムーズな滑舌を身につけまし

ょう。 定員： 各回 30 名 参加費： 700 円／1 回 

【春キャンプ受付開始！！】 

6日（火）会員優先受付、8日（金）一般の受付が開

始します。お知り合いの方にぜひお勧めください。ま

た、リーダーも募集中です！ 

 

今月の聖句によせて 
 

  ２月１４日は、聖バレンタインの記念日（殉教の日）とされ、世

界中で祝われています。ローマ帝国の時代、皇帝は、士気の低

下をふせぐため、兵士たちの結婚を禁止したそうです。カトリッ

クの司祭であったバレンタインは、この禁止令を破り、迫害にも

抗して、ひそかに、愛し合う恋人達の結婚式を行いました。この

ため、バレンタインは捕えられ、やがて処刑されてしまいまし

た。 

１４～１５世紀頃になってから、聖バレンタインの日と恋人たち

のことが関係づけられるようになり、後にカップルが「愛を誓う

日」とされるようになった、ということです。 

「バレンタイン・デー」は恋人同士に限らず、互いに「愛の言葉

を伝えあう」日でもあります。 

並木 信一 
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１月第１例会１月２６日（土） 

卓話はなく、出席者８名での協議事項等に終始しました。 

１．第２回わくわく評議会 ２月９日（土）受付１３:００  

開会 １３：００ 会場：２階研修室 ・当クラブ出席者 

A班：小口、長谷川 B班:福田、並木、花輪、久保田   

C班：山本、多河、茂木 ９名 

・クラブメンバー集合時間：１２：３０高尾駅北口 

・高尾駅での案内と出迎え：花輪１１：５０～１３：００  

・受付：小口、多河、長谷川（会費２５００円徴収・領収書手配） 

開会式司会:山本、祈祷:並木 懇親会司会:茂木 

・写真は評議会終了後（担当:山本） 

・点鐘用鐘、万国旗、クラブ旗、ワイズソング、ワイズの信条持

参のこと。 

・A4 用紙に、「あずさ部長」「次期あずさ部長」「書記」「会計」と

書いた用紙作成（福田）養生テープ（長谷川） 

２．チャリテイコンサート（３月１６日（土）午後２時～４時 

集合：９：３０ （会長は９：００鍵受け取り）チャリテイコンサート

役割分担表は山本さんより説明。山本実行委員長より欠席者

にはメイルで送付。当日の飾花の手配、ひつじぐもより演奏者

に手渡す花の手配。弁当の手配。 

地雷廃絶日本キャンペーン（JCBL）の報告は、JCBL 代表 清

水俊弘氏 

３．街頭募金 ３月２日（土）JR八王子駅 改札前に１３：３０集合 

街頭募金 １４：００～１５：３０ 

募金箱、垂れ幕、募金箱ごとに「東日本大震災支援・地雷廃絶

のために」の紙を張る。責任者は山本、並木 

４．討議事項 

茂木さんより発案で近所の方がチャリコンのお手伝いをしてく

れるとのこと。この絡みで、賛助会員を会則に織り込み。年間

１，０００円徴収し、ブリテンの発送、例会は実費で自由出席可

能、クラブ活動にも参加可能な形にする。（会則改定を２月の

例会に提案する。休会者も賛助会員同様とする。徐々に会員

増強に努める。 

５他クラブの会への出席―ほかにご出席希望あれば１月３１

日までに久保田まで連絡お願いします。 

 ・東京スマイリングクラブチャーターナイト ２月２４日１５:００

～１７:００（小口、長谷川、中里、久保田） 

 ・東京サンライズ設立３０周年記念祝会 ３月２３日（土）１２:０

０～１５:００（小口、長谷川、久保田） 

 ・東京ソソシアス２０１８ ２ 月１１日 １０：：～１４：００ 各自申

し込む 

 ・４部合同 EMC シンポジューム ２月１６日１３:３０～１４:３０ 

各自申し込む。 

絹の道デイサービスセンター ボランティア活動 

【報告】１月２３日（木） 手工芸14:00～15:00  

 参加者：赤羽・色川・下重・多河・山口・山中 

     茂木・久保田・調 

【予定】２月１３日（水）手工芸 14:00～15:00  

 

＊ＢＦ2019年1月報告 切手・プルタブ報告 

切手: 国内（中里138g,久保田50g,小口35g,長谷川33g 

須郷20ｇ、福田20g  小計296g 累計626ｇ 

海外   0ｇ    累計 330g 

プルタブ       0ｋg   累計5.5ｋg    

 

 

 

 

 

    

報  告 

２月の誕生者 

久保田 佐和子さん  ２月2１日 

 
高尾わくわくヴィレッジ便り ２月号 

館長 古市 健 

 年も明け、平成と言う時代があと僅かで終わることを噛

み締めていたのも束の間に、あっという間に 1月が終わっ

てしまいました。こうしてあっと言う間に次の元号を迎える

ことになるだろうと感じております。今のところ、寒い日も

多いながらも雪に見舞われることもありませんが、2014 年

は 2月に記録的な豪雪がありました。その際は数日間、高

尾から当館へのバスも運休し、お客様にも影響が出まし

た。その事を今一度思い出しながら、再び同じことが起こ

らないことを願うとともに、そうなった際にはどうするか、ス

タッフと検討を続けております。 

 さて、1 月は閑散期であり、宿泊のお客様の数は夏の時

期に比べれば 4 割程度に留まりますが、それでも今月も

1,500 名近いお客様にご宿泊いただくことができました。

初頭のお正月シーズンには多くのご家族にご宿泊いただ

きましたが、リピーターも多く、チェックアウトの際には「毎

年、家族で楽しい正月を過ごさせていただき、ありがとう」

と大変にありがたいお言葉も頂戴いたしました。また、中

ごろからは、学校の部活や青少年のスポーツ団体を中心

に多くの青少年に利用いただくこともできました。平日こそ

なかなかお客様が入りにくいところですが、土日には多く

のお客様で館が賑わい、このような気候の厳しい時期に

もご利用いただけるお客様がいらっしゃることに、深く感

謝をしております。 

 2月も引き続き閑散期ではあるものの、1月よりは多い予

約が入っており、また今後ご利用を控えた3月4月のお客

様からのお電話も多くかかってまいります。新年度の到来

を感じながら、引き続き気を引き締めて業務に取り組んで

まいる所存です。 
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